
































































計画策定主体である福岡県道路建設課において評価を実施した。

【本事業により完成した施設等】
・A11-163　（一）基山停車場平等寺筑紫野線（筑紫野市工区）筑紫野ICから拠点施設「もーもーランド油山牧場」へのアクセス性が向
上。
・A11-050　（国）200号（片島工区　他）拠点施設「旧伊藤伝右衛門邸」から「嘉穂劇場」への渋滞が緩和され、到着時間が短縮。
・A11-149　（一）柳川筑後線（2期工区）拠点施設「道の駅おおき」と「船小屋温泉郷」の拠点施設間のアクセス性向上。
・A11-175　芦屋港緑地　拠点施設(芦屋港海岸)と一体となることで、港湾利用者数が増大し、県内観光施設利用者が拡大。

・未完成の事業は、A11-012,013,014,026,027,046,064,065,075,078,079,088,090,092,146,148,154,156,157,166,167,169,170,172,173,174,180。
・未完成の事業においては、引き続き社会資本整備総合交付金等を活用して計画的に事業を執行して、交通拠点と観光施設との相互アクセス性の向上など、
　広域的な観光活性化に向けた関連基盤を整備することにより、九州北部地域の活性化を図る。



東九州道（椎田南～豊前）の全線開通や広域連携事業の基盤整備により、広域観光周遊ルートの整備や交通拠点と観光施設との
相互アクセス性の向上に寄与したと考えられる。大分県（H25：671万人、H31：790万人）

東九州道（椎田南～豊前）の全線開通や広域連携事業の基盤整備により、広域観光周遊ルートの整備や交通拠点と観光施設との
相互アクセス性の向上に寄与したと考えられる。

東九州道（椎田南～豊前）の全線開通や広域連携事業の基盤整備により、広域観光周遊ルートの整備や交通拠点と観光施設との
相互アクセス性の向上に寄与したと考えられる。
H30以降市町村の統計調査が未実施のため最終実績値を記載出来ず。

東九州道（椎田南～豊前）の全線開通や広域連携事業の基盤整備により、広域観光周遊ルートの整備や交通拠点と観光施設との
相互アクセス性の向上に寄与したと考えられる。
H30以降市町村の統計調査が未実施のため最終実績値を記載出来ず。

東九州道（椎田南～豊前）の全線開通や広域連携事業の基盤整備により、広域観光周遊ルートの整備や交通拠点と観光施設との
相互アクセス性の向上に寄与したと考えられる。
H30以降市町村の統計調査が未実施のため最終実績値を記載出来ず。

【福岡県】拠点施設:白糸の滝ふれあいの里（Ｈ25　17万人、Ｈ29　21万人）

【北九州都市圏域】拠点施設：門司港レトロ地区（Ｈ25　221万人、Ｈ29　253万人）
（参考）延べ宿泊者数　Ｈ29　　427万人

【久留米広域連携中枢都市圏】拠点施設：大川昇開橋温泉（Ｈ25　3万人、Ｈ29　6万人）
（参考）延べ宿泊者数　Ｈ29　　47万人

【有明圏域定住自立圏】拠点施設：北原白秋生家記念館（Ｈ25　5万人、Ｈ29　5万人）
（参考）延べ宿泊者数　Ｈ29　　17万人


